
開設官盤屋崎沖地震被害調査報告

繭島測候所 柳谷喜太郎・高木一郎

5月 25日午後郡山市内の被害欣況を調査，同地にて中央気象塞沃遣の竹花

技手と調査上の打合せを行ひ同道にて須賀川町方面を調査〉翌日ば安積郡熱海

高玉温泉地及高玉鎖山に就き調査を行ふ。共の欣況ヨたの如l;.o

郡山市 一般に強震程度たるも大正 12年の関東地震及昭和8年 3月3日の

国 三陸沖の地震より強く感じ古老の知る範園にでも最強と
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云ふ。

郡山製統合祉の煉瓦作りの煙突底部は正方形にてー走塁

9尺，各角は東西南北に殆んど合致し長さ 80尺，相営

に古きものであるが上方約 10尺崩壊した。落下量から P

見ると東微南の煙突間近に最も多く量的に 10とすれば

西側に 5，南側 4，北々東側 2......3程度の割合で落下距

離は煙突底部より西?南p 北々東部共に 6"，，-7尺位離れ

てゐるO 南東面北西面には上部から下部に長い害IJ目が出

来フ残部 70尺の中F 下方より双方共に 3分の 1の高さ

に南東面では管曲しp 北西面では 2本の割目が出来てゐ

るo (第1園参J[託)

小松醤油曾祉の煉瓦作り六角煙突高さ全長 60尺，下

部の封角距離は外方にて 6尺，一角は南西に向く，是も上方5尺位崩壊したョ

落下量の大部分は南西側の道路上約2聞の所に折壊落下してゐるが一部の破片

は北側に援する家屋屋根上煙突より 8尺位の所に落下し此庭を破壊してゐる。

人身感覚による震動は北東一南西であると云ふ。

-須賀川町 (竹花技手の報告に譲る〉。

熱海・高玉温泉 水量及温度に沿いて大穂愛化なきもの字数以上と云ふも，

愛佑ありたるもの L主左るものを示せば、

(i)高玉温泉(蓬来館〉 嘗温泉は地下 300尺より鎖管にて導くものだと云ふ。
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水量及温度にも殆んど愛化なしと云ふも地震直後著しく白濁す。翌日には奮

に復す。温度は湧出口にて 42度友り。

(ii)熱海温泉(佐藤吉栄方〉 地震嘗時多少白濁し水量は頗る多量とえEりたり O

温度は従来低く冷泉と云はる L程度友るも蛍時は特に低温とたる。翌日頃よ・

り弐第に水量減じ温度も奮k復しつ Lあると云ふも震前よりは未だ可成りの

多量低温と云ふ。 26日の温度30.3度友り O

(族館東館〉地震直後極度に白濁し量も可成り増加す。白濁は共の後間もな

く宮に復したるも，水量は相愛らす、多く温度は 26日 25..5度友りしも従来

は 24.0度なりしと云ふ。 中央気象塞の御厚志により水質の調査を行ひたる

結果は弐の如し。

温泉名 強震直後の白濁せるもの透明に復せるもの 摘 要-
水素イオン

濃度 熱海(東館)1 7.7 6.6 雨温泉に於ける
(pH) 
高玉(蓬莱館)1 7.0 8.0 強化は互に逆の

-l |温泉名 強震直後自白…の透…るもの世として泥質
盤素イオン ‘ のもの主推定せ

濃度(庖/立〉熱海〈東館)1 68.0 73.8 らる L由口

高玉(蓬莱館)1 ]06.0 101.8 

(iii)高玉鍍山製練所下の平地に放棄される鍍屑は粘土様のもので2，3年来同

一場所に/l民主えに堆積されてあった。上部は既に固渇しである~人馬の歩行に

も何等差支ハ友き程度のものであるがy 内部は泥土様の牛流動般を呈しつ L

あった免フ地震動に刺戟せられたると.上部の重さによりて受ける堅力の~，

途に東南東に傾斜する低地を破って下方に流下したのである。崩壊部分のI~耳

目各 15&"，，200米フ長さも叉略同程度で上部の崩壊深さ 7--8米である O 大略

鰭積は 23寓立方米位の泥土で是が南東に績〈谷聞に沿ふて流下したのであ

るO 流下物は全然岩石を混へたい泥土であった魚ほんの一部分の外p 流路の

紋壌を伴はすち下方にて次第に量を減じつ Lあるがp 此の泥流は青酸加里を

合む魚共の流路の樹木は枯死するであらうし谷聞に沿ふ約1粁宇の下方，

石蓮川に流下した篤，此の支流を合む阿武隈川の下流では魚、挨の姥死したの

が少えにく左かった。崩壊口及流路の総面積は豚山林課調査によれば略 4.8へ
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クグーと推算されp 形は大館崩壊口を頭とするオグマジヤクシ形である。

(寝異参J照〉

幅島市絹撚舎l社倉庫の北面略壁宇分落下，叉天満宮境内の燈箆一割共上宇分

南南東に倒伏する外所々壁に亀裂の所あるも大なる被害無し人身感覚震動は一

様に南北動たり。(以上柳谷技手調査〉

(i)飯坂温泉(信夫郡〉

地震直後湧出量の増加と湧湯の白濁あり濁りたるは地震直後にして間も友く

奮に復せるため出張の際賓見調査出来ざりしも族館の話を綜合するに恰も白

粘土を溶きたる如く白濁し濃度柏、主薄く宇日位にて止みたるものの如L-，湧

出量の増加は平均5割程度在るも局部的に多量の個所あり p 共同風呂(摺上

川岸〉にては地震直後約 10倍，鯖湖湯(共同風呂の西方1粁〉では約5倍

の湧出量ありたり然し一般に漸減しつ Lあり O 温度は愛化を認め十摺上]11畔

の幅住族館にて 60度〈湧出口〉たり O

!際保安調査による地震被害朕況

Jよさ10家屋の被害一折t;?被害 橋梁堤防 水道管 其他 L瀬柱戸線焼隼カ
マド電 〉

個所全額個所全額 全額個所全額個所全額個所全額|備考

Pl 円 ドj

繭島 9 370 5 555 4 60 

本宮 1 10 ー 5 300 1 10円lJ 

君E 山. 2 25円0 2 200 一
須賀川 27 2，935 2 700 11 835 一 49 650 炭焼カマド
猪苗代 18 563 A ‘) 450 241 

白河 86 1，120 46 1，175 

矢吹 103 2，i95 29 332 2 700 41 炭焼カマド

石川 1 151 - 2 80 5 25 

小野新 一 ] 51 -

平 1 100 2 300 1 2，450 豊間燈蓋レ

1 5，OU円0 
ンズ

植田 2 601 - 1 550 

i良 t工 3 110 1 301 - 6 1，200 瀬戸ヤキカ
マド

原ノ町 1 601 -

四倉 1 101 - 1 10 ー

合計 250 7，978 7 ]，500 (6 2，248 6 1，OOEi' 2 5，010 107 6，69:1 
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(ii)湯野温泉(伊達郡)

飯坂温泉と同様地震直後湧出量の増加と白濁現象あり濁りたるは飯坂と同様

の程度並に経過在仏湧出量は一般に多く千均2倍，最も多き所にでも略 3

倍の増加である。同地内にでも同様湧出量は漸減を示しつ Lあれ温度は愛

化危く前野屋族館(抱上川畔〉にて 60度(湧出口)なり O

(iii)天王寺(信夫郡)穴原ぐ伊達郡〉雨温泉共飯坂湯野温泉の北方(摺上川の

上流)約2粁の地黙にあるも湧出量水色及び温度何れも愛化なし前記温泉地

域一帯共震度は強震で昭和8年3月3日の三陸沖の地震に比較し略同程度な

るふ震勤時間少く地震に依る被害全く無し。(以上高木技手調査)

二.地震被害騒保安課調査の地震被害欣況前去の如しO

FTZt稲烏豚臨屋崎沖地震被害調査報告

幅島測候所合津出張所

猪苗代町幅島測候所舎津出張所磨、合の内壁に南北の亀裂多く生じた。町内

にでも壁の亀裂は無数にて殊に土蔵に多い。煙突の倒潰2ケ所あり。本町酒造

業沼井庄吉氏宅のものは高さ約 8 間位のもの基音~約 2 問位を残して屋棋の所よ

り殆ど北方に崩壊し，遅路を距て L隣接せる猪苗代煙車専責所の倉庫の屋根を

破壊す。

他の一つは新町味噌醤油雑貨商別府幸吉氏方煙突高さ約9間4尺のもの上端

J 約8尺位有形の原形のま L倒潰して南方のトタン屋根を約1間四方打ち抜いて

落ちた。

共:の他猪苗代郵便局直内にて電話の障時 15件あり。又道路の被害は川上温

泉より敷町先の懸道約 3.-4問陥落紙法a した。

桔}曾津出張所にて観測せる官余震5月中には有感 7同y 無感 188同あった。
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